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はじめに
富山県東部の黒部峡谷鐘釣地域の陸産貝類相は、柏木
（2011ab）によりその概要が明らかにされている。そし
て、富山県と近隣諸県における絶滅危倶種ないし情報不
足種が、死殻であるものの鐘釣地域で確認されている。一
方、採取個体は地質調査中に目につく個体に限られ、殻サ
イズで数mの微小陸貝の産出記録は明らかに不十分である。
ホラアナゴマオカチグサCa”γ"αc1"e"α々 "z""“szs
(Suzuki）(Suzukil937）は、洞窟中に生息する殻高l～
2mm程度の微小な真洞窟棲陸貝である（増田・内山，
2004)。本種は当初、栃木県葛生町の石灰洞窟産の化石
種で新種記載され（Suzuki，1937)、後に京都府京丹波
町質志洞と愛知県豊橋市蛇穴から現棲種が確認され旧abe
l942)、今日では本州から琉球列島まで広く分布すると
されている（伊藤，1967；下謝名，1978；湊，1988；
FukudaandMitoki，1995など)。また、本種は常に洞
内の湿った洞壁上に生息し、生息時は透明に近い殻を持
つために、発見が困難な場合が多い。一方、鍾乳洞中に
産するﾛ甫乳類化石・遺体の周囲の堆積物からは、ホラア
ナゴマオカチグサの死殻がしばしば産出する。例えば、
筆者は関東地方の龍谷洞（石灰岩洞窟）の調査の際、コ
ウモリ骨体周辺の堆積物から数百個体の微小陸産貝類の
死殻を得ている。
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図1洞窟堆積物の産状。ニホンザル化石の周囲の
泥質堆積物中から、ホラアナゴマオカチグサ死殻が
得られた。
本稿では、鐘釣地域のサル穴（石灰岩洞窟）から産L
たホラアナゴマオカチグサの死殻について、その形
態的特徴と殻サイズを予察的に報告する。
材料と方法
黒部峡谷の鐘釣地域には、石灰岩が南北方向に狭長に
分布し、幾つかの石灰岩洞窟の分布が知られている（柏
木ほか，2011)。そのうちのサル穴（測線総延長約115m）
の洞窟堆積物から、ホラアナゴマオカチグサの死殻を採
取した。
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図2サル穴産ホラアナゴマオカチグサの電子顕微鏡写真(1)。1b、9，10は低真空走査型電子顕微鏡写真で、
その他は高真空走査型電子顕微鏡写真である。スケー ルは1mm。W=shellwidth（､Ⅲ)、H二shellheight（､､)雷：
検討に供した洞窟堆積物は、ニホンザル化石と同時に
採取した泥質堆積物である(図1)。泥質堆積物を、0．5m
開きの箭に流水で通し、飾上に残った残湾をプラスチッ
クタッパーに回収し、浮いている微小陸産貝類死殻を回
収した。その後、乾燥させた残湾を実体顕微鏡下で観察
し、小型ﾛ甫乳類化石に混じって計20数個体のホラアナゴ
マオカチグサ死殻を得た。なお、上記の手法は小型ﾛ甫乳
類化石・遺体を対象とするwashingandscreening
method（河村，1992,2000）を参考にした。その後、
低真空走査型電子顕微鏡（日立製MiniscopeTM-1000）
と高真空走査型電子顕微鏡qEOL製JSM-5910LV）を
用いて、観察と写真撮影を行った。
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腹足綱（Gastropoda）
カワザンショウガイ科（Assimineidae）
ホラアナゴマオカチグサ
C"ﾉ〃"“郷e"α片zfz況況e"sjs(Suzukil937）
図2～3
分布：本種は、殻の外部形態の類似性に基づき、本州、
四国、九州、琉球列島（与論島～八重山、南大東島、北
大東島）の広範囲に分布すると考えられてきた陵，1988；
増田．内山，2004)。一方、ミトコンドリアDNA塩基配
列から、洞窟ごとの個体群間において種を分かつ遺伝的
分化が生じていることが報告されている（亀田ほか，200g
ab)。なお、富山県下での本種の産地は、死殻ではある
ものの鐘釣地域のサル穴が唯一である。
富山県初記録のホラアナゴマオカチグサ
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図3サル穴産ホラアナゴマオカチグサの電子顕微鏡写真(2)。1a：殻口向きの全体像。1b-1c：原殻≦
軸唇。2a：殻口向きの全体像。2b-2d：原殻。2e：体層表面。2f：外唇断面。全て、高真空電子顕微；
1d－1e
高真空電子顕微鏡で撮影≦
産地：黒部峡谷鐘釣地域の黒部ﾉ||左岸の急崖斜面中に開
口するサル穴のうち、洞口から約20m地点の洞窟堆積
物、および比高差約-30mの竪穴底の洞壁の二箇所であ
る。なお、本稿で報告するのは、前者の堆積物から産し
た試料を対象としている。
形態：12個体の死殻に基づく。殻は白色を呈する卵状の
円錐形で、3～4層の螺層からなり、殻頂に原殻を伴う（図
3.1b，32b)。原殻には、縦方向に不連続で細かい彫刻
がみられる（図3.1c，32c-d)。原殻と成殻との境界は
明瞭である（図3lb)。体層は、次体層の約3倍の高さを
持つ。螺層間の縫合は深く明瞭である。繊細な成長脈が
体層から次体層の殻表面に発達する（図32e)。膳孔は、
軸唇で半分覆われ、狭く深い（図29)。殻口は斜位でや
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や楕円形をなす。軸唇から底唇にかけて、殻口縁は著し
く反り返し、’幅100〃m前後の広い壁状を呈する（図3.1
.)。髪上には、数以、程度の鱗片状模様が観察される（図
3.1e)。外唇は厚さ10匹、以下と薄く、反り返さない（図
32f)。
計測値：殻径（sheⅡwidth）と殻高（shellheight）
を、13試料についてフオトショップCS2を用いて計測し
た。図2，3中に計測値を、テ没径一殻高相関図（W－H図）
を図4に示す。殻径1.01～L24m、殻高1.05～1.52m
で、殻高／殻径此（ratioofheighttowidth）は1.04～
1.27である。W－H図によると、殻径と殻高は相関して
次第に増加する（図4)。
指定：本種は、環境省のレッドリストにおける準絶滅危
倶種に指定されている（環境省野生生物課，2005)。富
山県レッドリストでは、富山県下でこれまでに採取・記
録がなされていないことから、リスト対象種に挙げられ
ていない（富山県，2002)。
生息：本種の生息に適した暗黒で湿潤な洞窟環境は、サ
ル穴では洞口から20mより奥の空間で定常的に認めら
れる。また、鐘釣地域に散在する測線延長数m～十数m
規模の幾つかの鍾乳洞においても、本種の生息が可能な
洞内環境が認められる。これまでに生体は確認できてい
ないものの、今後、洞壁等の精査を行うことで、生息の
確認が期待される。
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図4ミドリベッコウの生態写真。2011年8月2日。
付記：鐘釣地域の2009～2011年度の調査において、キセ
ルガイモドキ、キヌハダギセル、クロイワマイマイ、ミ
ドリベッコウの生体を確認している（図5)。このうち、
キヌハダギセルとクロイワマイマイは、鐘釣地域で比較
的頻繁に生体が確認される。
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